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 １１月４日(木)５日(金)の２日間、只見町に県立図書館の「移

動図書館あづま号」がやってきました。 

 担当の遠藤豊さんに元気なあいさつをすると早速「本探し」の

始まりです。今回はどんな本が積み込まれてきたのでしょう。 

 
【県立図書館の遠藤さんは訪問先に合わせて仕掛けをしていますよ】 

 
【重いけどＳＤＧｓの本が読みたい】     【恒例！僕の頭もピッ】 

 
【いい本選んだね～】        【ありがとうございます】 

 

 

 
【コンテナボックスにも本がぎっしり！】 

 
【あづま号の書架「いい本ないかなぁ…】 

本選びの失敗もよい経験！ 
 「この表紙おもしろいなぁ～。」「このキャラクターかわいい～。」

本を選ぶときによくある光景です。実際に読んでみると、表紙やキ

ャラクターとのギャップがあったり、内容が難し過ぎて途中で読む

のを断念してしまったりするのはよくあるお話のようです。 

 しかしこの失敗を通して徐々に“本を選ぶ目が養われる” と遠藤さ

んはおっしゃいます。数ある本の中から読みたいと思う本を“自分

で”探し出すことに意味があるのでしょう。「リストやデジタル資料

から選ぶのは簡単で便利ですが、目の前の本から選ぶアナログもい

いものですよ」とお話してくださいました。 

只見小ご近所情報 

 
只見振興センターの図書コーナー 

ディスプレイがステキです！ 

今回のあづま号の只見町訪問の仕掛けは『環

境』と『野球』関連の本でした。 

環境教育に取り組む様子や、野球やソフトボ

ールが盛んなことをリサーチした遠藤さんは、

コンテナに忍び込ませてきたそうです。 

みんな手にとってくれたかな？ 


